
平成３０年度 事業報告・決算報告について（概要） 

 

１ 事業報告 

  平成３０年度は、翌年の１０周年という区切りに向けての準備のほか、DV 対策

における避難者や関係者の守秘義務の問題など、改めて支援体制のあり方を考えさ

せられた年でもありました。各部門の活動結果は次の通りです。 

①運営部門 

  設立 10周年記念事業として、令和元年９月に東京大学名誉教授の上野千鶴子氏 

 をお迎えし、講演会を開催することとなりました。 

②相談部門 

 ・ 離婚後の子どもと親を引きあわせる「面会交流事業」では、面会交流時の同行 

  や面会交流を行うための調整の面接など、併せて５２件に上り、昨年に比較し大 

  きく伸びました。 

 ・ 面接等の相談員の他、面会交流等に同行する支援員の研修も昨年に引き続き実 

  施するとともに、特に相談員に対しては、具体的事例に則して応答形式で検討す 

  る「応答構成ワークショップ」を実施しました。 

 ・ 法務局主催の人権擁護委員を対象とした研修会や、弁護士会主催の研修会等に  

  講師として参加しました。 

③DV 防止部門 

 ・ 中学、高校、大学でデート DV研修会を開催したほか、今年は県立高校４校で 

  エイズとの関連も含め講演するなど、高校生を対象に重点的に取り組みました。 

 ・ 加害者教育更正プログラムでは、５人が受講するなど、事業として定着してき

たように感じています。 

④心理研修部門 

   グリーフ(深い悲しみ)ケア講座をはじめ、ジェンダーバイアスに係る研修や 

  フォーカシングの草津での合宿研修のほか、女性支援の自助グループ『しゃべり 

  場』では DV 被害者も含めた研修会を開催するなど、時代のニーズも勘案しなが  

  ら取り組んできました。 

⑤自立支援部門 

 ・ 一時保護施設「風のイスキア」での平均滞在日数は約８０日で、入所後２週間 

  くらいして落ち着いたところで、買物、病院、市役所、仕事探し、調停など、本 

  人が必要とする場所へ同行し、支援してきました。 

  ・ 12月 23日には、「風のイスキア」の仲間同士の交流の場としてクリスマス   

     会を行いました。 

 



⑥渉外・広報部門 

  行政、警察、関係団体等の会議や行事への参加のほか、子ども祭や地域の文化祭

等にもバザー等で積極的に出展し、「クリスマス会」等の運営資金の獲得に努めま

した。 

⑦無料学習部門 

 ・ 基本的に DV家庭や貧困家庭の子どもたちを対象としており、学習の他、感情 

  を素直に出せるように、会の初めや終わりに一言づつ発言させたりするなどの取 

  組を行ってきました。 

 ・ 県内の IT企業であるサンダーバード(株)の協力をいただき、プログラミング 

  教室を開催したほか、父親のいない子どものために「大人の話を聴く会」を実施 

  しました。 

 ・ みんなで簡単な料理をしての夕食会、ハロウィンパーティ、クリスマスパー 

  ティ、節分セレモニー、学年末パーティなど、季節に合わせた行事を行う中 

  で、母親との意見交換など、親との交流にも留意してきました。 

 

  

２ 決算報告 

  平成３０年度は、経常利益レベルで、昨年をわずかながら上回る黒字決算を計上  

 することができました。 

 

（収入の部） 

・ 会費収入が減る一方で、皆さんからいただきました寄附金が前年比 116.0% 

 と大きく伸びました。 

・ 助成金については、日本たばこ産業(株)や日本生命財団、日工組社会安全研 

 究財団からの助成金が大きく伸びたため、前年比 125.9％となりました。  

・ 事業収益についても、シェルター入居者が多かったため使用料収入が増加し     

  ました。 

 

（支出の部） 

 ・ 人件費では、相談員の手当てを 1日 500 円から 1,000円に増額したこと、 

  面会交流に係る立ち会いや調整業務が増加したこと、自立のための市役所等への 

  同行支援が増加したこと等により、人件費が増加しました。 

 ・ 活動経費では、一時保護施設の防音工事等を実施したこと、さらに相談員・支 

  援員の研修を充実したため講師謝金等が増加したことにより、前年比 140.2% 

  と大きく増加しました。    



 

                ＜平成３０年度決算結果と前年比較＞ 

 区分  項目 H29年度(円) H３０年度(円) 構成比  増減額 前年比 

 会費 418,000 404,000 4.1 △14,000 96.7 

 寄附金 592,500 687,500 7.1 95,000 116.0 

収入の部 助成金等 3,268,600 4,114,516 42.3 845,916 125.9 

 事業収益 3,677,414 4,530,473 46.5 853,059 123.2 

 その他 2,025 １６ 0 △2,009 0.8 

 合計 7,958,539 9,736,505 100% 1,777,966 122.3 

 人件費 2,645,000 3,062,577 33.3 417,577 115.8 

支出の部 活動経費 3,530,548 4,948,327 53.8 1,417,779 140.2 

 管理費 1,276,340 1,182,127 12.9 △94,213 92.6 

 合計 7,451,888 9,193,031 100% 1,741,143 123.4 

収支  506,651 543,474 － 36,823 107.3 

 


